
令和６年度　瀬田小学校　学校評価書

小項目
評定

上段：大項目評定
中断：肯定的評価
下段：昨年度評価

1
互いに認め合う支持的風土を育
てる学級・学年集団作りに努め
た。

A

A

2

協同する体験・伝え合う喜び・
コミュニケーション能力の育成
を図る授業の工夫改善（ICT活
用含む）に努めた。

A

3

「めあて」「ふり返り」や学び
合いを取り入れた授業づくりを
行うなど、主体的・対話的で深
い学びを追究する授業研究や研
修会に取り組んだ。

A

4
生命を尊重する心やいじめを許
さない態度などの道徳的実践力
を育てる活動を工夫した。

A

B

5
道徳の授業・評価に関する研究
や資料の開発・整備・交流に努
めた。

B

6
道徳の時間を公開するなど、保
護者や地域との連携も視野に入
れて道徳教育に取り組んだ。

B

7
たくましい心と体を育てる魅力
ある授業の工夫改善に努めた。 A

A

8

運動会などの行事の取り組みを
通して、目標を持って体力づく
りを推進する運動実践に努め
た。

A

9

体を動かす気持ちよさを体験さ
せるとともに、学習カードを工
夫するなどして進んで体を動か
そうとする意欲の育成に努め
た。

B

10
指導体制・指導方法の工夫改善
に努め、学力向上を目指した。 A

A

11
学校全体として指導力・教育力
の向上を目指し、職員研修に努
めた。

B

12

働き方改革や教育活動の質の改
善に向け、計画的な準備・役割
分担・ICT活用などの取組に努
めた。

B

今後の改善に向けて
（●教職員　　◆学校関係者）

項目 評価の観点
教職員

学校
関係者

項目に関する分析・意見・提言 など
（○教職員　　◇学校関係者）
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●現在の取り組みを継続することで一層の改善を図っていきたい。
●授業研究は教員にとって必要不可欠な取り組みと考えている。実際は多忙すぎて一部の教員の取組
になってしまい広がりにくい状況がみられた。多忙の原因を取り除くことで本来の仕事にじっくり向
き合えるようにする必要を感じている。
●教員間でも対話的な学びやコミトレの実施など、意識の差がある。コミトレは、取組状況に差があ
る学年もあった。そこで研推が計画表をつくり、学年で共通理解して取り組むことができるにように
していく。
●校内研究授業は、なるべく多くの教員が参観できればいいが、時間割や自習などによる難しさがあ
るので、引き続き校内研究通信を発行し、なるべく共通認識を持って授業改善に取り組めるようにし
ていきたい。

◆より一層の改善と継続、教職員の方々のためにも、子どもたちにとってもよい方向へ向いていける
よう、お願いします。
◆教師間の伝達もできていると思う。
◆先生方の学年単位のホームルーム時間を設け、活動されたらいかがでしょうか。
◆「共通認識をもって授業改善」は素晴らしいと思います。
◆１５０周年記念式典では、５年生美術館と４年生防災を回りました。我々大人への接客対応が素晴
らしかっただけでなく、見に来ている低学年児童に親身になって説明している姿がとても印象的でし
た。

○道徳科の授業をはじめ、学校のアンケートなどからいじめを許さない態度を育む姿が見られた。
○学年として課題であったことを克服するために、教材研究をし、学年で統一して授業をした。また、学年の担任で道徳の授
業交換を行うことで、教材研究にかける時間を多くもつことができたり、他クラスの児童理解をしたりすることができた。
○全校一貫して「人権週間」や「いじめ防止月間」を設け、学年ごとに題材や授業展開を話し合うことで、組織的に道徳的実
践力を育てる活動を行うことができたと思う。
○全校で閲覧できるファイルに各学年・各教科書教材ごとに板書や自作プリントなどのデータを蓄積できるようにした。実践
している人数は少ないが、これを次年度以降も続けていくことで、少しずつデータが増えていき、教材研究の助けになると思
う。また、いくつかの学年は道徳科の交換授業を実践しており、教材研究の時間を短縮するだけでなく、児童が様々な教師の
価値観に触れることを可能にした。
○道徳科の学習参観を設けることで、地域等に学校での道徳教育の方向性を示した。また、学級によっては保護者の意見を取
り上げる実践もあり、教師以外の大人の価値観に触れる機会を設けることができた。

◇「道徳」は、果てしなく続く課題なので、Ｂ評価されている先生が多いのは、より高みを目指していると思うので、逆に良
いと感じる。
◇先生方とは、人権教育でご一緒することが多くあり、前向きに取り組まれていることを大いに評価します。子どもたちへ
も、そういったことから確りと取り組めているように思います。
◇コロナの制限解除から、まだ１年余りしか経っていない中で、子どもたちの中でもコントロールが難しいと思うので、些細
なことでいじめにつながる中、対応は良かったと思う。
◇「意見交流」は良いですね。これからも進めてください。

●道徳授業の教材研究する時間を十分に確保することができなかった。そのため、指導書通りの授業
となり、児童の実態にあう道徳の授業にすることができないことがあった。週に１回は道徳の授業に
ついて学年で考える時間を確保し、意見交流ができるようにしていく。
●教材の共有・引継ぎをより多くの教員が行うことで、より多くのデータが蓄積され、今後の教材研
究の助けになると思う。そのために、校内研修などを行うことで、より多くの教員の意識を道徳科に
向けされるようにしていきたい。
●思考の個体差を埋めるべく、グループ学習や対話の場面の頻度を増やしたい。
●普段の授業よりも「いじめ」に関わる事例をもとに授業をしてはどうか。保護者を巻き込んで「い
じめ」を考える良い機会になるのではと思う。

◆道徳科の学習参観は、親・子・教師が同じ場で学べたりするので、（内容は詳しく知りませんが）
その場を利用して、それぞれの意見交換ができる場面や共通理解できる場になればいいと思います。
◆保護者、子どもも一緒に道徳教育を学ぶ機会や話し合う機会を一回でも多く、取り組んでもらえた
らと思います。
◆まだまだ、いじめを見ても先生に伝えることができないと、子どもから相談を受けたことがありま
す。その時その場での対応で方向性が変わるので、できるだけ専門分野の方と相談した方がいいと思
う。
◆意識を道徳科に向ける活動は、「特性要因図」を作成し、研修されてはどうでしょうか。

○体力テスト前に各種目に合わせて授業の中で練習会を行い、種目に慣れさせる事で苦手とする種目の成績アップをすること
ができた。ただ、運動の得意な児童と苦手な児童の成績に大きな差ができてしまった。
○休み時間には、多くの子どもたちが外遊びを楽しむ姿を見る。しかし、中遊びを好んでする児童も一定数いて、外で体を動
かす機会を多く設定する必要がある。
○運動会の団体競技を通じて、普段走ることが苦手な子も一生懸命取り組む姿が見られ、体育だけでなく、クラスでの団結な
どにもつながっていた。
○スーパートライやチャレンジランキングでは、提案はしているものの、周知度が低く参加人数が少なかったり、得意な児童
だけが参加していたので、得意不得意関係なく取り組むことができるといい。
○今年度は体育委員会で、学年別のケイドロを開催し、外に出る機会を促すことができていた。
○熱中症対策が浸透し、ＷＢＧＴを見ながらこまめに給水・休憩をさせたり、運動中止の判断をしたりしている。

◇学校を訪問させていただいた時、多くの子たちが外で元気に走り回っている姿を見させていただき、元気で子どもらしいと
感じました。また、運動会も各学年ごとに見どころがあり、学年ごとの成長も見られ、特に６年生の組体操は、まとまりがあ
りとても良かったと思います。
◇運動会を見て、今年度は本当にすばらしかった。子どもたち中心で、生き生きとしていた。子どもたちの成果を評価して、
努力、成功へと導いた。先生の努力も素晴らしいと思う。
◇先生方の指導のもと、子どもたちの自主性を引き出し、いろいろとチャレンジすることは良いと思います。この方針を貫い
てほしいです。

●体育科の授業の中で、休み時間にも行えるような体育科の学習内容につながる運動を紹介し、クラスの
中で誘いあって外遊びができるようにする。また、そのような遊びを体力向上部でも紹介していく。
●体育委員会などで、スーパートライやチャレンジランキングを呼び掛けたり、賞状をつくなどして参加
意欲を高める。教師も運動する価値を感じ、参加を促すことが大切だと感じる。
●暑くなり始める時期に、熱中症対策について再確認し、教職員の熱中症対策に対する意識を高める。
●運動会の練習期間中の体育授業数が多すぎる。炎天下の中、毎日の体育授業や一日３時間の体育授業
は、あまりにも無計画すぎたのではないか。１学期からコツコツ計画的に取り組むことによって、児童の
身体的、肉体的ダメージを考慮していくべきだと思う。
●運動会練習における安全対策（練習前後の健康観察や準備運動の確実な実施、適切な練習場所、時間
等）を取り決め、全職員で確認する。

◆身体を大きく動かすことも体力向上だが、室内でもできる太極拳などを体育の授業に取り入れると心身
共に健やかになると思う。
◆コロナから家の中で遊ぶことが多くなったり、ゲームをして遊んだりすることが多くなっており、公園
などで友達と遊んだり、木登りなど、全身を使った遊びをすることがあまりできなくなってきていると思
われます。ＵＳＪなどもよいのですが夏休みなどを利用して自然の中で全身を使った遊びをもっとしてほ
しいです。
◆苦手であったり、運動に取り組みにくい子どもを一歩でも一つずつでも楽しめるようにしてほしい。
◆熱中症対策は、これからもその時期に応じ、対策願いたい。
◆押しつけはだめだと思います。子どもたちの自主性に任せてはどうでしょうか。
◆いつも子どもたちの自主性に感心しています。競争心が出てきたら更なる向上があると思います。

○授業研究会を通じて授業改善について研修を深めることができた。
○日頃の取組として「コミトレ」と称したコミュニケーションを主体とした学習活動の時間を全学年で設けるよう推進した。
児童が楽しんで伝え合うことができるよう支援できた。
○日頃の授業では学び合える学習スタイルの定着をはかっている。少しずつ児童の学習に向かう姿勢に変化が見られてきた。
○校内研究授業だけでなく、普段の授業や、特に毎週金曜のコミトレを通して、対話的な学びを全校で意識して実施すること
ができた。
○四葉のクローバーのふり返りの観点を活かして、発達に応じたふり返りを行ったり、次の学習につなげたりする様子が多く
見られるようになった。
○夏は水戸部先生（京都女子大学教授）を講師にお招きし、教員全体で国語科の協働的な学びについて共通して学ぶことがで
き、２学期からの国語科の授業に活かす様子も見がれた。
○校内研究通信を発行し、参観していない教員も校内研究授業の様子を知ることができた。

◇運動会や１５０周年の事業などにおいて、運動会のリレーで先生に言われなくても自分のクラスが何番にいるかを見て、自
ら並びに行く姿を見て感動しました。どんな行事を見ても、先生が表に出ず、子どもたちが主体で動いている姿をたくさん見
せていただき、成長している姿が見られて嬉しかったです。先生方の努力のおかげだと感謝しています。
◇いつも前向きに取り組んでおられる様子をうかがい、努力が見受けられる。
◇子どもたちに対する姿勢が一生懸命に伝わってきた。
◇研修で学んだことを生かし、小さな輪から大きな輪に発展していくことが大切だと感じました。（この評価書を見て、活か
されている感じがしました。）

○学ぶ力推進として、学校全体で時間に対する意識を高める取り組みとして、①朝読書をチャイムがなったら静かに始めてい
る　②長休み終わりのチャイムが鳴ったら授業が始まる　③昼休み終わりのチャイムが鳴ったら授業が始まる　④下校時間を
守る　ことを教職員含めて連絡、徹底を推進の度に促している。
○ＩＣＴ活用では、夏休みに情報部会や推進委員会を中心に全３回のタブレット研修を行った。「研修で学んだ内容を授業で
実践できた」という報告も受け、効果があったと実感している。
○タブレットの使い方の再確認や児童の取組の様子を成果物として出力するなど、正しく便利に活用することを前年度以上に
推進できた。
○メタモジなど、過去数年に作成されたデータが増えてきたことによって、効果的な教材などがより多く引き継がれるように
なっている。
○今年度、ＯＪＴでは、３年目までの若手教員がそれぞれ公開授業・研究会を行った。同世代の授業を見ることで刺激を受
け、良い点を自身の授業に取り入れたり、前回の公開授業の反省点を生かして公開授業を行ったりと、効果が感じられた。ま
た、「社会人としての心得」「授業の組み立て方」「学級経営のコツ」「滋賀習字の指導法」など、先輩教員の得意とする分
野で、ミニ研修会も行うことができた。
○夏季研修会に行った研修では、幼稚園の教員にも来校いただき、学びを深めることができた。

◇規則正しく時間を守ることは大切です。教育向上に向け研修されていることは、育成にもつながり評価できます。
◇働き方改革は、地域行事も含め、見直していかなければならないと思います。
◇子どもたちの授業に対する姿勢が良かったので、それに関するカリキュラムなどの内容が良いのだと思う。
◇ＯＪＴ活動、素晴らしいですね。発展性のある活動と継続が必要です。頑張ってください。

●タブレットを授業や家庭学習に取り入れる機会が増えた一方、破損などのトラブルも増えているこ
とから、取り扱いについて定期的に指導していかなければならない。
●課題としては、ＯＪＴ公開授業のたびに自クラスを自習にしてしまうことや、他の研修会と重な
り、研究会への参加人数が少ない時があったことなどがあげられる。今後は、ＯＪＴ公開授業の際に
は、教務や学年全体で授業をフォローするなど、若手が公開授業参観に行きやすい環境を作らなけれ
ばならない。
●幼稚園との交流は密になってきたが、中学校との連携はあまり取れていなかったことも課題の１つ
である。
●ＯＪＴの公開授業や研修会を早めに周知し、近隣の幼稚園や中学校との連携を密にすることで、瀬
田学区で協力してＯＪＴを進めていけるようにする。
●今年度のように、３０分程度のミニ研修会を適宜取り入れ、放課後の負担感が増えないよう配慮す
る。

◆新しい教育法、タブレット授業は良いことですが、それに伴う使用方法をしっかり指導し、ものの
大切さ、扱い方も指導を続けていただきたい。
◆幼小中の合同研修会も地域も含めて参加、取り入れは負担にならないようにお願いしたい。
◆発展性のある定着しやすい教育ツールの作成を進めてもらいたいです。



13

保護者との個別相談や必要に応
じて関係機関との連携を図り、
子育てに対する積極的な支援に
努めた。

A

A

14

保護者・地域との交流や情報発
信、参観、懇談会の実施や地域
の施設・地域人材の活用に努め
た。

A

15

家庭・地域と連携しながら防
犯・防災教育の推進や感染症対
策の推進を図るため、メール配
信やホームページを活用した情
報発信をし、安心・安全な学校
づくりに努めた。

A

16

保幼小中のつながりを意識し、
子どもの校種間交流や教員の出
前授業等の具体的な連携に努め
た。

B

B

17
保幼小・小中の校種の枠を超え
た授業公開や合同研修会を実施
した。

A

18

保幼小の接続期の教育課程の編
成など校種間のカリキュラム研
究を通して教育内容等について
の交流に努めた。

B

19

子どもが気軽に相談できる雰囲
気づくりや毎月のアンケートを
通して、いじめや生徒指導上の
諸課題の早期発見、日常的な予
防指導に努めた。

A

A

20
問題行動や不登校などの課題に
対して、組織的な指導・支援が
できた。

A

21

あいさつ、瀬田小のくらし（や
くそく）、いじめ対応など、家
庭・地域・関係機関との連携に
よる指導に努めた。

A

22

校内委員会を組織し、支援を要
する児童の支援計画及び指導計
画を作成・活用し、支援に努め
た。

A

A

23

特別支援教育コーディネーター
を核に、各担当者が連携して組
織的・計画的な特別支援教育の
体制作りに努めた。

A

24
巡回相談等を活用し、関係機関
と連携した相談体制の充実に努
めた。

A
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○学校全体に「いじめは絶対してはいけない」という風土が作られている。
○必要な時に生徒指導通信を出し、情報共有を図り、指導内容を統一している。
○毎月のアンケートや年間３回の個別面談では、複数の目で内容を確認し、問題の早期発見と対応につなげることができた。アン
ケートに記入されている事案など、表面化している事案は、毅然とした姿勢で対応することができた。一方で、児童がアンケートに
記入できず、嫌な気持ちをため込んで学校へ行き渋るという事案が散見された。児童が自己開示できる環境を一層作っていかなくて
はならないと感じた。
○担任と各担当、支援員が連携し、複数対応で丁寧に子どもを見取ることができている。問題行動については、迅速に学年間で交流
し、対策を打ち出し組織的に対応することができた。
○教務と担任との連携を日頃から細かくとり、子どもの様子を共有することで問題行動の未然防止にもつながっている。
○いじめや不登校などで気になる事案はケース会議を開き、担任だけでなく教務や関係機関と連携して、組織対応ができた。
○児童会や委員会活動では、積極的に暮らしにかかわる呼びかけができている。例えば、走らない呼びかけ、もくもく掃除のチェッ
クなど。
○「せたっこ心を育てる三つの約束」について、目標が三つに限られているので効果的に指導できた。教師が「心をこめた挨拶・も
くもく掃除・目と耳と心で聴く」を率先して取り組んでいきたい。
○毎月第一月曜日の朝の放送は、視聴後クラスでの目標設定という流れができているので、どのクラスも取り組みやすかった。

◇子どもたちが元気よくあいさつしてくれる姿が嬉しいです。
◇３年生の子が、お金を持ち歩いておやつやジュースをコンビニで買っていると聞いたことがあります。自分で買うことも経験には
なると思いますが、トラブルに巻き込まれないか心配します。そのことが自分の中で消化不良になっています。今の若い保護者の方
と年配者の考え方の違いでしょうか。価値観が違う親御さんさんたちとの接し方の難しさを感じますが、子どもたちに自分の考えを
伝えることをしてよいのか迷いがでることがあります。
◇継続されている「あいさつ」「いじめ」への取組、「おそうじ」への取組が本当によくできていると思います。あいさつ運動で
は、幼小中の先生、保護者、地域が一緒に取り組んでいただいています。感謝いたします。

●児童の相談窓口が大人だけでなく、児童にも広げていきたい。スマイルタイムのコミトレや日々の授業
での対話活動を充実させ、児童自身の思いを表現する力を養っていくとともに、児童同士の関係作りを良
くしていく必要がある。
●昨今の状況から、生徒指導の約束などが変更されてきたこともあり、ルールという点では、少し緩んで
いる部分がある。例えば「黄帽子をかぶる」「廊下歩行」「服装や持ち物」「時間を守る」などである。
また、事案などが起こった際には、誰が初期対応するのか、あいまいな部分があり、共有する時間もない
ままに進んでいくことがある。対応した教員が最後まで担任とともに収束まで対応する体制を整える必要
がある。
●瀬田小３つの約束、「あいさつ」「そうじ」「聴く」の３つも、教員の意識に差がある。大規模な学校
だけに、教員が意識をそろえて指導に当たることが大切である。
●来年度に向けて、今一度ルールの確認をする。全教員が同じ熱量で取り組めるように、定期的に声掛け
が必要である。教員も「黙々掃除」に取り組むなど、全教員が取り組んでいく。
●事案が発生したときには、担任と連携して教務部が組織的に対応できた。今後、学年部で事案について
共有し、どう解決していくかを検討する流れを作りたい。
●定期的にいじめに係る校内研修を実施したい。いじめ報告書の作成、SNSトラブル、特別支援系の保護者
の対応について等。

◆全員が同じ意識で指導にあたることはとても重要である。
◆子どもたちが、瀬田小の「３つの約束」をしっかり守れるよう、先生、地域も一緒に取り組んでいきた
いと思います。
◆先生方が子どもたちに軽蔑されないようルールを守り活動してください。もし守れないルールがあれ
ば、子どもたちと一緒にルールの見直しをしてみてください。

○特別支援教育コーディネーターを中心に支援の必要な児童について学級担任や保護者と連携を取り、どのような学習が必要か個別
の指導計画の作成や見直しなどを行ってきている。
○次年度入級に向けて特別支援教育コーディネーター、特別支援学級担任、学級担任、保護者などと連絡を取って計画的に進められ
ている。
○特別な支援が必要な児童に個別の指導計画のファイルを作るために、積極的に保護者と懇談を行った。また、ＯＪＴ研修として、
大津市教育支援センターの「支援のアイデア集」を紹介し、具体的にそれぞれの児童に、どのような支援が有効であるかの研修を
行った。
○特別支援学級に入級が適正である児童を特別支援教育コーディネーターが積極的に観察に行った。保護者と密に懇談し、大津市教
育支援センターの巡回相談につなげたり、発達検査につなげたりした。その後、校内就学指導委員会で、就学指導が必要かどうかを
話し合い、必要な児童については、特別支援学級の体験や見学を行うなど、丁寧に就学指導を行った。
○夏季休業中に「特別な支援が必要な児童」の中学校卒業後の進路選択についての職員研修を行った。今現在の児童の支援を考えて
指導にあたるだけではなく、中学校卒業後の進路を見据えて、どのような学びが必要かを各教師が考える必要があると考えたからで
ある。
○どの児童も、時には何かにつまづくことがあり、「行き渋り」という形で表れることがある。その時には、担任と保護者と相談し
ながら、「校内ウイング」への通学も行っている。児童、保護者それぞれのニーズは異なるが、「学びを止めない、無支援にしな
い」ことを目指して運営している。

◇細やかな指導ありがとうございます。一人ひとりを大切にしてくださっていることを感じます。子どもたちから、学校大好きなん
だなあと感じられることがよくあります。
◇特別支援教育にしっかり取り組んでおられる様子がうかがえます。
◇特別支援教育に目を向け支援などを行うことは素晴らしいと思います。

●今後も学級や子どもの状況を判断し、担任外の教員や支援員をできるだけ計画的に学級に配置する
よう努める。
●個別指導計画を活用し、一人一人に合った支援を計画的に実施していく。また、必要に応じて各専
門機関に繋ぐ。（ＳＣ、ＳＳＷ、子ども発達相談センター、教育相談センター、巡回相談の活用等）
●特別支援学級の児童に対する理解を深めるため、学年ごとに「ふれあい学習」を系統立てて行い、
障害者理解教育に努める。
●行き渋り、不登校の児童に対して、定期的にケース会議を行い、支援を検討していく。
●特別に支援を要する児童に対しての理解を深め「合理的配慮」「ユニバーサルデザイン」に対して
の知識、理解を深めていくことができるよう、研修をする。

◆結果を出すことを急がず、子どもを信じて見守ることの大切さを感じることができました。
◆個々の相談も大変だと思う。支援していただける窓口を多く作ってもらえるようになるといい。
◆我々にも協力することがあればご相談ください。
◆一人ひとりに合った支援は、大変なことだと思います。いろいろな専門機関に援助を求め、考えな
がら進んでほしいと思います。
◆実体験を重視する活動を活発に行ってほしいです。

○虐待が疑われる児童や家庭内の事情に悩んでおられる保護者については、子ども家庭相談室、児童相談所、ＳＣ、ＳＳＷと積極的
に連携し、支援に努めた。ただ、職員の中で専門機関への連携の重要性を感じている者は多いと思うが、具体的な相談窓口を知って
いる者は少ないと思う。
○参観や懇談会の頻度は、現状のままでいいと思う。（道徳参観で子どもたちの姿を保護者の方に見てもらえて大変よかった。）
○保護者と連絡を密に取り、些細なトラブルにも迅速・丁寧に対応し、児童のより良い成長につながるよう努めている。
○民生委員連絡会を実施することができ、気になる家庭の見守りをお願いすることができた。また、地域からゲストティーチャーや
外部の諸団体から出前授業という形で実施できた。
○スクールガードや見守り隊など、地域の方々から多くの協力、応援をいただいた。子どもたちのために時間を割いて活動していた
だき非常にありがたい。
○学校創立１５０周年記念式典では、６年生を中心に全校で取り組み、日頃お世話になっている地域の方々やお笑い芸人の宮川大輔
さんをゲストとしてお呼びした。ニュースや新聞にも取り上げられ昨年度以上に盛り上がった。子どもたちの思い出に残る、よりよ
い行事となった。
○テトルやＴｅａｍｓなど、防犯だけでなく（緊急時であっても）連携を図るために担任から発信することが容易になりよかった。
また、ＨＰを活用し、各学年の情報をさらに充実させ、学校だよりや学年通信を配信した。

◇見守りをお願いされた家庭について、各委員への意識付けに努めている。
◇先生方が忙しい中、地域の人たちが学校に行ける場をたくさん用意してくださったことで、子どもたちの様子を知ったり、親しみ
を持ち身近に感じられる様になってきたりしていることは大変良いと思います。
◇テトル配信により、学校行事を知ることができ、子どもたちと話をするきっかけとなり、関わりを持ちやすい。
◇家庭・学校・地域が一緒になって多くの関わりを瀬田学区は進めてこられた年でもあったと思う。子どもたちが喜ぶこと、悩むこ
とを地域も含め、安心安全な街づくりを連携を取り守っていかなければと思います。
◇子どもたちと一緒に体験させていただいた記念式典とワークショップは、とてもすばらしかった。
◇パトロールなど、協力いただいて大変ありがたいと思っています。

●担当になり分かったことだが、報告や相談窓口等の知識は、学級担任をしている間はほとんど知る機会
がなかった。児相（大津・高島子ども家庭相談センター）や子子安（子ども子育て安心課）など、子育て
に対する相談窓口の職員に研修に来てもらい、教員一人ひとりの知識を高めることでよりスムーズな連携
につながると思う。
●今年度、参観を３回実施することができた。また、運動会は、全校で１日開催となり、団体演技・団体
競技（リレー）・応援合戦を行い、多くの保護者が参観することができた。前年度、学校評価アンケート
やＣＳ等でいただいたご意見をもとに職員で協議を重ね、来年度もさらによりよい形となるようにしてい
きたい。
●ＨＰでは、学年のページのようなものを作成し発信していきたい。
●防災ハザードマップの作成を総合的な学習の時間等の学習過程に取り入れるなど、子どもたちが防災に
目を向けられるような環境をつくっていきたい。

◆子どもたちが地域の人たちを意識してくれたり、身近に感じてくれていることが嬉しいです。これから
も、温かく見守っていきたいです。
◆防災・防犯には一番力を入れていただきたいです。
◆必要性に応じて、専門機関への相談と連携が有効だと思います。具体的な相談窓口の調査と支援を受け
られるようにするべきだと思います。
◆民生委員との連絡会を盛んに行ってください。
◆業務全体において報連相は大切です。学年主任を中心として、これからも実行してください。
◆ホームページの中の学年のページの充実に努めてください。

○瀬田幼稚園との交流を１年生や５年生が進めていること、研修会などに幼稚園の教員が参加し、ともに学んできたことで、瀬田幼
稚園との連携は密になっている。
○毎週木曜日の昼休みに、５年生が数名ずつ幼稚園を訪問し園児との交流を続けている。最初は、園児にどう接していいか分からず
引いていたが、今では、名前で呼び合う関係を築くことができた。
○５年生は、キャリア教育の観点から、「尊敬されるお兄さん」「青組さんの役に立つ」「いつも一緒に遊んでくれるお姉さん」
等、「どんな自分になりたいか」を考えながら活動してきてる。自分の役割とは何かを自問自答しながら努力する児童は、これから
の瀬田小のモデルとなりうる。ぜひ、下級生にもその姿を見せてあげてほしい。
○幼稚園児と５年生児童との交流（５・５交流）機会が増えることで、５年生の自主性は高まっていると感じる。中心となっている
先生が異動などで本校を離れると、この取り組みを継続していけるのかが懸念される。
○今年度も夏季休業中に幼小合同研修会を実施した。日頃の取組の紹介や保育・教育に対する考えを交流できた。教師同士のつなが
りは、今後の連携において汎用性が高い。継続は必須である。
○保幼園の先生が小学校の授業を、小学校の先生が幼稚園の保育を参観し、年長→１年生への円滑な接続について協議できた。
○数年前より、瀬田中学校教員が通常の出前授業などに加えて、６年生の様子を複数回見学に来られ、よりスムーズに進学できるよ
う、児童の様子を見取っている。

◇５・５交流について、多くの先生が意見されていることは「良い行事にしたい」という意識の表れや「良い行事である」という思
いだと感じる。
◇幼稚園と小学校、小学校中学校の交流がだんだん増えてきていることがすごく良いと思います。今年は、中学生が６年生の子に中
学校の様子を話すなどの職場体験を受け入れたと聞いて、いいなあと思いました。
◇幼小中、特に幼小の連携については、どこの学区よりも素晴らしいと思います。どちらにとっても良い関係であると思います。ま
た、中学校を含め、良い関係が見られて嬉しく思います。
◇コロナ制限解除からとしては十分だと思う。
◇幼稚園と小学校との連携活動・交流活動は素晴らしいと思います。これからも長く続くよう組織化とツール化を図ってください。

●この２年間で幼小連携が充実してきて、とても良いことだと思う。幼小連携をしている本校の教員が限
定的なので、窓口となる先生を増やしていくことができれば、この取り組みを長期的に発展させていける
と思う。カリキュラムに位置づけても良いと思う。
●今年度５年生との５・５交流を積極的に行ってきたが、幼稚園、小学校ともに担任が変わっても活動が
継続してできるよう、交流の時間数や内容を検討していく必要がある。また、様々な教員が幼稚園へ出向
き、交流を図るなど、新１年生になった時に、より安心して生活できる環境を作っていく。
●中学校との連携は、気になる児童を中心に、可能な限り何度も足を運んでもらい、観察をしてもらう。
●小学校教員が、来年度入学する子どもたちの様子を見に行くなど、交流できる場を設定していきたい。
合わせて、保育園、幼稚園児が、小学校の図工作品等を鑑賞し、交流する場を設けてもいい。

◆保幼の５歳児が小学校を見学に来る時は、希望する保護者も同伴すると学校の様子などがわかり安心で
きると思う。（特に、第一子の保護者）
◆幼小中の子たちが、親しみやあこがれ、先輩としての自覚のなかで、どう接したらよいか考えながら成
長することは得るものも大きいし、小学校や中学校へ入学する不安をなくしたり、あこがれたり、お互い
に良い刺激になると思いました。
◆幼小中がうまく連携し、子どもたちが安心して学べるように不安を少しでも取り除けるようにしていた
だければと思います。
◆小学校（６年生）と中学校に関しては、小学校よりアクションを起こしたらどうでしょうか。幼稚園へ
の活動経験を生かし子どもたちと共に考えてみてはどうでしょうか。小６と中１の子どもたちの交流会を
実現してほしいです。


